
約
１
２
０
０
億
円
の
総
事
業
費
の
う
ち

約
９
０
０
億
円
の
建
設
は
、
入
札
し
た
建

設
企
業
が
大
成
建
設
、
清
水
建
設
等
で
豊

洲
と
同
じ
で
す
。

入
札
率
は
99
％（
推
定
）で
役
所
は
民
間

事
業
だ
か
ら
と
い
っ
て
何
故
か
教
え
て
く

れ
ま
せ
ん
。

約
２
７
０
億
円
に
な
っ
た
補
助
金
の
う

ち
、
１
０
０
億
円
の
追
加
補
助
金
に
つ
い

て
も
交
渉
経
緯
の
記
録
及
び
公
表
に
つ
い

て
の
質
問
の
答
弁
は「
補
助
金
増
額
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
資
金
計
画
等
の
協
議

結
果
に
基
づ
い
た
行
政
文
書
を
作
成
し
、

管
理
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

協
議
の
経
緯
が
わ
か
る
文
書
の
作
成
を
し

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら

の
記
録
を
作
成
し
、
公
表
に
努
め
ま
す
。」

隠
し
て
い
る
の
か
、
議
事
録
を
今
ま
で
わ

ざ
と
記
録
し
な
か
っ
た
と
し
か
思
え
ま
せ

ん
。
国
、
都
、
区
と
も
隠
蔽
す
る
の
が
得

意
で
す
。
１
０
０
億
円
の
追
加
補
助
金
は

公
益
性
が
あ
る
育
成
室
、
特
養
ホ
ー
ム
、

図
書
館
等
を
新
た
に
設
置
す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
地
域

内
に
複
数
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、

ど
こ
で
も
自
転
車
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、

返
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

都
市
の
新
た
な
移
動
手
段
と
し
て
、
世

界
各
国
で
も
普
及
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

文
京
区
は
千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
、

新
宿
区
、
江
東
区
で
相
互
乗
り
入
れ
が
で

き
ま
す
。
便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク

ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を
事
業

化
す
る
為
、
私
は
建
設
委
員
会
で
先
進
都

市
の
富
山
市
の
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
富
山
市
で
は

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
広
告
を
付
け
る
等
し
て

勉
強
に
な
り
ま
し
た
が
、
文
京
区
も
企
業

と
連
携
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

料
金
は
１
回
会
員
で
、
最
初
の
30
分
は

１
５
０
円
で
、
延
長
は
30
分
を
超
過
し
た

場
合
、
１
０
０
円
。

月
額
会
員
は
、
基
本
料
２
０
０
０
円
で

最
初
の
30
分
は
０
円
で
、
延
長
は
１
回
会

員
と
同
じ
で
す
。

1

2

春
日
・
後
楽
園
駅
前
開
発
事
業
計
画

　
　
文
京
区
庁
舎
前
の
春
日
再
開
発
事
業
は
東
京
都
の

　
　
豊
洲
問
題
と
同
じ
手
法

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル（
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）

2 月現在、開発事業現場

江
戸
川
公
園
入
口

富
山
市
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
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３
年
前
の
新
築
当
時
か
ら
雨
漏
り
、
シ

ミ
、
カ
ビ
等
の
不
具
合
が
繰
り
返
さ
れ
て

お
り
、
ぶ
ん
き
ょ
う
未
来
は
空
調
機
能
の

向
上
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
事
が

ま
ず
必
要
だ
と
考
え
て
、
こ
の
公
共
施

設
の
企
画
・
設
計
の
検
証
委
員
会
の
創

設
を
区
に
求
め
ま
し
た
。

そ
し
て
検
証
し
て
か
ら
総
合
体
育
館

を
改
修
す
る
事
に
決
定
し
、
そ
の
為
補

修
予
算
１
１
、
４
７
０
、
０
０
０
円
を

否
決
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
公
共
施
設

と
新
設
改
築
す
る
際
に
は
計
画
段
階
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
や
設
備
の
観
点
、
利
用
者
、

管
理
者
目
線
を
重
視
し
設
計
図
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
29
年
２
月
５

日（
日
）に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
い
ざ
と
い

う
時
、８
町
会（
私
の

関
水
町
会
等
）は
江
戸

川
橋
体
育
館（
旧
文

京
五
中
）と
江
戸
川
橋

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
避

難
す
る
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
避
難
所
運
営
訓
練
は
文
京
区
に
あ

る
33
箇
所
の
う
ち
、
先
進
的
で
東
北
大
震

災
以
前
に
唯
一
、
泊
ま
り
込
み
の
訓
練
を

し
て
い
ま
す
。

今
回
、
幹
事
長
と
し
て
防
災
課
と「
情

報
管
理
と
判
断
」を
テ
ー
マ
に
企
画
し
ま

し
た
。
体
育
館
に
仮
本
部
を
設
置
し
図
上

訓
練（
H
U
G
）を
実
施
し
、
災
害
想
定
を

地
図
に
記
入
し
状
況
を
把
握
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
経
験
か
ら
、
災
害
想
定
の

質
問
と
模
範
解
答
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
意

し
て
も
ら
い
、
１
時
間
に
わ
た
っ
て
訓
練

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
い
つ
も
通
り
、
総
務
情
報
班
、

避
難
者
援
護
班
、
救
護
衛
生
班
、
給
食
物

資
班
に
分
か
れ
訓
練
を
し
、
消
防
署
、
消

防
団
、
警
察
署
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
約

２
０
０
人
で
訓
練
し
ま
し
た
。

10
年
前
か
ら
私
の
地
元
、
新
江
戸
川
公

園
の
名
称
を「
旧
細
川
庭
園
」に
変
更
す
る

よ
う
言
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
や
っ
と
第
二
期
改
修
工
事
の

完
了
に
伴
い
、
新
た
な
名
称
の
一
般
公
募

を
行
な
い
、「
肥
後
細
川
庭
園
」と
決
定
し

ま
し
た
。

敷
地
内
の
建
物「
松
聲
閣
」に
つ
い
て
は
、

地
元
の
町
会
の
方
々
は
、
集
会
室
や
休
憩

施
設
と
し
て
耐
震
性
や
建
設
費
を
考
慮
し

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
で
も
よ
い
等
の

意
見
も
あ
り
、
早
く
整
備
す
る
よ
う
陳
情

書
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
10
年
も
経
過
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
す
。

こ
の
庭
園
と
新
宿
区
の
夏
目
漱
石
公
園

等
と
連
携
し
、
新
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

い
き
ま
す
。

た
だ
こ
の
地
域
は
、
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
、

観
光
資
源
を
生
か
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

以
前
か
ら
、
都
電
や
B
ー
ぐ
る
等
の
交

通
機
関
を
切
望
し
て
い
ま
す
が
、
早
い
実

現
を
願
い
ま
す
。

湯
島
総
合
体
育
館
に
つ
い
て

　
　
総
合
体
育
館
換
気
設
備
等
改
修
工
事
に
つ
い
て
の

　
　
補
正
予
算
を
否
決

江
戸
川
橋
体
育
館
避
難
所
運
営
訓
練

5

肥
後
細
川
庭
園

3

4

松
聲
閣

図
上
訓
練

テ
ン
ト
作
り

給
食
物
資
班

換
気
設
備
改
修

湯
島
総
合
体
育
館


